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Ｂ＆Ｇ財団会長杯ソフトバレーボール大会がＢ＆Ｇ海洋
センターで行われました。この大会は生涯スポーツの一環
として、健康づくりや仲間づくりを目的として行われ今回
の大会で16回目を迎えました。大会には男女混合の部６チ
ーム31名、女子の部４チーム17名が参加し、優勝めざして
熱戦が繰り広げられました。なお、大会の結果は、次のと
おりです。

今年で８回目を迎える「海外派研修員との交流事業in積
丹」が各小中学校でお行われ、アメリカ・中国・ブラジル
などの７ヶ国から13名の留学生や研修生が訪れ、児童・生
徒との交流が行われました。
各学校でお互いの自己紹介から始まり母国語で挨拶を交

わしたり、自国の生活の様子や文化の違いについて、パソ
コンを用いて写真を見るなどして学んでいました。交流が
進むうちに言葉の壁が無くなり少しでも外国の様子を知ろ
うとお互いに交流が深まり、時間が経つのも忘れて楽しく
過していました。

年末を迎え金融機関を狙った犯罪が心配されることか
ら、美国郵便局で防犯訓練が行われました。訓練は余市警
察の署員がふんした犯人が刃物やガソリン入りのペットボ
トルを見せて押し入り、窓口の郵便職員から現金を脅し取
って逃げるという想定です。強盗犯は「動くな！金を出せ」
と脅迫し、バックに模造紙幣を詰め込ませて逃走し、職員
は塗装を付けるカラーボールを投げ（今回はダミー）、直
ぐに110番通報し、警察に犯人の特徴や逃走方向を知らせ
た。杉本局長は「マフラーで人相はよく分らなかったが体
格については記憶でき、勉強になった」と話していました。



第31回びくに保育所、第14回みなと保育所の生活発表会
がそれぞれの保育所で行われました。園児全員による「開
会のことば」で始まった発表会。園児たちは４月に入所し
てからの園内での遊びや生活などの成長の様子を遊戯・
歌・手遊びなどで表現し、各クラスは工夫を凝らしたかわ
いらしい衣装がよりいっそう会場を盛り上げました。びく
に保育所では最後の歌「まあるいいのち」で、大切な命と
友達を思い手話を披露しました。成長したわが子の姿を見
ようと会場いっぱいに詰めかけた父兄や家族からは、一幕

美国婦人会（戸来和子会長）の踊りとカラオケのクラブ
10名とびくに保育所園児14名が、エイジングステーション
「やすらぎ」を慰問し、施設入居者やデイサービスの利用
者の前で、歌や踊りを披露しました。
この慰問は同婦人会がボランティア活動として平成８年

から行なわれ、今年で13回目を迎え婦人会に協力する形で
参加した園児たちはかわいらしい踊りを披露していまし
た。途中、施設職員によるハンドベルの演奏があり、最後
は婦人会全員による「炭鉱節」を踊りました。同婦人会か
らお茶菓子が振舞えられ、戸来会長は「いつまでも元気で
過ごしてください」と話していました。

第17回Ｂ＆Ｇ財団会長杯バドミントン大会が海洋センタ
ーで行われ、小学生から一般まで合計82人が参加して行わ
れました。大会の結果は次のとおりです。
（各部優勝者のみ）

ごとに大きな拍手と声援がおくられていました。
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